
(57)【要約】

【課題】美味しく身体の健康に良い活性水を容易に製造

する方法及び装置の提供。

【解決手段】（１）水流にマイナスイオンを付与し、次

いでその水流を強磁界中に通す、又は（２）水流にマイ

ナスイオンを付与すると同時に、その水流を強磁界中に

通す。

装置構成は、導水路の上流に導水にマイナスイオンを付

与するためのマイナスイオン付与手段を付設し、その下

流に導水に磁力線を付与するための強磁界付与手段を付

設するか、又は導水路の途中に、導水にマイナスイオン

と磁力線を同時に付与するためのマイナスイオン付与手

段と強磁界付与手段の組合せ手段を付設する。導水路の

上流から下流にかけて、マイナスイオン付与手段と強磁

界付与手段を交互に複数組付設してもよい。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 流 に マ イ ナ ス イ オ ン を 付 与 し 、 次 い で そ の 水 流 を 強 磁 界 中 に 通 す こ と を 特 徴 と す る 活 性
水 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
水 流 に マ イ ナ ス イ オ ン を 付 与 す る と 同 時 に 、 そ の 水 流 を 強 磁 界 中 に 通 す こ と を 特 徴 と す る
活 性 水 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
導 水 路 の 上 流 に 導 水 に マ イ ナ ス イ オ ン を 付 与 す る た め の マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 を 付 設 し
、 そ の 下 流 に 導 水 に 磁 力 線 を 付 与 す る た め の 強 磁 界 付 与 手 段 を 付 設 し て な る こ と を 特 徴 と
す る 活 性 水 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
導 水 路 の 途 中 に 、 導 水 に マ イ ナ ス イ オ ン と 磁 力 線 を 同 時 に 付 与 す る た め の マ イ ナ ス イ オ ン
付 与 手 段 と 強 磁 界 付 与 手 段 の 組 合 せ 手 段 を 付 設 し て な る こ と を 特 徴 と す る 活 性 水 製 造 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
導 水 に 磁 力 線 を 付 与 す る た め の 強 磁 界 付 与 手 段 が 、 導 水 路 を 挟 ん で 両 側 に 極 性 が 逆 に な る
よ う 配 置 し た 一 対 の 磁 石 を 設 け て な る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載
の 活 性 水 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 が 、 放 射 線 セ ラ ミ ッ ク ス 又 は マ イ ナ ス イ オ ン 放 射 セ ラ ミ ッ ク ス に
よ る 方 法 、 通 電 に よ る 方 法 又 は 電 子 線 放 射 に よ る 方 法 か ら 選 ば れ る １ 又 は ２ 以 上 の 方 法 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 活 性 水 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
導 水 路 の 上 流 か ら 下 流 に か け て 、 マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 と 強 磁 界 付 与 手 段 を 交 互 に 複 数
組 付 設 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 、 ５ 又 は ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 活 性 水 製 造
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
導 水 路 の 途 中 に 、 マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 と 強 磁 界 付 与 手 段 の 組 合 せ 手 段 を 複 数 個 連 接 し
て 付 設 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 活 性 水 製 造 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 活 性 水 の 製 造 方 法 及 び そ の 製 造 装 置 に 関 し 、 特 に マ イ ナ ス イ オ ン と 磁 気 を 付 与 せ
し め た 活 性 水 の 製 造 方 法 及 び そ の 製 造 装 置 の 提 供 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 従 来 、 水 の 改 質 法 ・ 活 性 化 法 と し て は 、 電 解 処 理 、 遠 赤 外 線 処 理 、 膜 処 理
、 電 場 処 理 、 セ ラ ミ ッ ク 処 理 、 オ ゾ ン 処 理 、 超 音 波 処 理 な ど が あ る 。 こ れ ら は 夫 々 水 の 改
質 状 況 に 違 い が あ り 、 目 的 に よ っ て 使 い 分 け る 必 要 が あ り 、 必 ず し も こ の 方 法 と い う や り
方 が 決 ま っ て い な い 。 特 に 飲 料 水 の 場 合 は 、 美 味 し い 水 と 身 体 の 健 康 に 良 い 水 が 求 め ら れ
て お り 、 従 来 の 方 法 で は 満 足 出 来 な く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 飲 料 水 で 求 め ら れ る 美 味 し い 水 と 身 体 の 健 康 に 良 い 水 を
得 る 方 法 と し て 、 永 久 磁 石 を 使 っ た 水 の 改 質 法 は 古 く か ら 行 わ れ て い た 。 そ し て 、 水 に 磁
界 を か け る 磁 石 の 磁 力 を 強 度 に 上 げ て 、 水 の 磁 化 を 増 大 す る こ と が 実 施 さ れ て い る が 、 磁
気 漏 れ も 多 く な り 、 水 に 対 す る 磁 化 効 率 が 低 く な る こ と が 問 題 と な っ て い る 。
そ こ で 、 本 発 明 で は そ う し た 磁 気 漏 れ を 激 減 し 、 か つ 美 味 し く 身 体 の 健 康 に 良 い 水 を 提 供
す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 本 願 発 明 は 上 記 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 し 、 か つ 美 味 し く 身
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体 の 健 康 に 良 い 水 を 下 記 構 成 の 手 段 に よ り 容 易 に 製 造 ・ 提 供 す る 。
（ １ ） 水 流 に マ イ ナ ス イ オ ン を 付 与 し 、 次 い で そ の 水 流 を 強 磁 界 中 に 通 す こ と を 特 徴 と す
る 活 性 水 の 製 造 方 法 。
（ ２ ） 水 流 に マ イ ナ ス イ オ ン を 付 与 す る と 同 時 に 、 そ の 水 流 を 強 磁 界 中 に 通 す こ と を 特 徴
と す る 活 性 水 の 製 造 方 法 。
（ ３ ） 導 水 路 の 上 流 に 導 水 に マ イ ナ ス イ オ ン を 付 与 す る た め の マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 を
付 設 し 、 そ の 下 流 に 導 水 に 磁 力 線 を 付 与 す る た め の 強 磁 界 付 与 手 段 を 付 設 し て な る こ と を
特 徴 と す る 活 性 水 製 造 装 置 。
（ ４ ） 導 水 路 の 途 中 に 、 導 水 に マ イ ナ ス イ オ ン と 磁 力 線 を 同 時 に 付 与 す る た め の マ イ ナ ス
イ オ ン 付 与 手 段 と 強 磁 界 付 与 手 段 の 組 合 せ 手 段 を 付 設 し て な る こ と を 特 徴 と す る 活 性 水 製
造 装 置 。
（ ５ ） 導 水 に 磁 力 線 を 付 与 す る た め の 強 磁 界 付 与 手 段 が 、 導 水 路 を 挟 ん で 両 側 に 極 性 が 逆
に な る よ う 配 置 し た 一 対 の 磁 石 を 設 け て な る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ ３ ） 又 は
（ ４ ） に 記 載 の 活 性 水 製 造 装 置 。
（ ６ ） マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 が 、 放 射 線 セ ラ ミ ッ ク ス 又 は マ イ ナ ス イ オ ン 放 射 セ ラ ミ ッ
ク ス に よ る 方 法 、 通 電 に よ る 方 法 又 は 電 子 線 放 射 に よ る 方 法 か ら 選 ば れ る １ 又 は ２ 以 上 の
方 法 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ ３ ） ～ （ ５ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 活 性 水 製 造 装 置
。
（ ７ ） 導 水 路 の 上 流 か ら 下 流 に か け て 、 マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 と 強 磁 界 付 与 手 段 を 交 互
に 複 数 組 付 設 し て な る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ ３ ） 、 （ ５ ） 又 は （ ６ ） の い ず れ か １ 項 に
記 載 の 活 性 水 製 造 装 置 。
（ ８ ） 導 水 路 の 途 中 に 、 マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 と 強 磁 界 付 与 手 段 の 組 合 せ 手 段 を 複 数 個
連 接 し て 付 設 し て な る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ ４ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 活 性
水 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 本 願 発 明 の 理 解 に 資 す る 説 明 図 で あ っ て 、 （ Ａ ） は 原 料 水 を そ の ま ま （ 無 処 理 ） で
提 供 す る 場 合 を 示 し 、 （ Ｂ ） は 原 料 水 を 導 水 管 １ に 通 し 、 そ の 間 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装
置 ４ を 付 設 し て 原 料 水 を 活 性 水 に 変 え る 従 来 の 方 法 の 場 合 を 示 し て い る 。
ま た 、 （ Ｃ ） は 磁 石 に よ り 処 理 す る 従 来 の 方 法 の 場 合 を 示 し 、 原 料 水 を 導 水 管 １ を 通 し 、
磁 石 の Ｎ 極 部 ２ ａ 及 び 磁 石 の Ｓ 極 部 ２ ｂ の 間 に 生 成 す る 磁 力 線 （ 磁 場 ） ５ を 横 切 ら せ て 、
フ レ ミ ン グ の 法 則 で 水 流 に 電 流 （ 電 子 の 流 れ ） を 生 じ さ せ 、 水 を 改 質 、 活 性 化 す る 。 こ の
時 水 分 子 は 強 力 な 磁 場 を 受 け て 、 ク ラ ス タ ー を 小 さ く す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
発 明 者 等 は こ れ ら の 実 験 結 果 を 検 討 し た 結 果 、 従 来 の マ イ ナ ス イ オ ン 放 射 に よ る 方 法 と 磁
石 に よ る 方 法 は 、 夫 々 水 分 子 に 活 性 を 与 え て い る が 、 そ の 活 性 化 の 方 法 が 夫 々 物 理 化 学 的
に 異 な る と 考 え ら れ た の で 、 （ Ｂ ） の 方 法 と （ Ｃ ） の 方 法 と を 組 み 合 わ せ て 活 性 化 を 行 っ
た と こ ろ 、 特 定 の 組 合 せ に よ れ ば 水 の 活 性 化 に お い て 予 期 以 上 の 複 合 相 乗 効 果 が 得 ら れ る
こ と を 発 見 し た 。
組 合 せ 方 式 と し て は 、 （ ア ） ： （ Ｂ ） の 方 法 の 次 に （ Ｃ ） の 方 法 を 組 合 せ て 実 施 す る 場 合
と 、 （ イ ） ： （ Ｃ ） の 方 法 の 後 に （ Ｂ ） の 方 法 を 実 施 す る 場 合 と 、 （ ウ ） ： （ Ｂ ） の 方 法
と （ Ｃ ） の 方 法 を 同 時 に 実 施 す る 場 合 が 、 考 え ら れ る 。
そ こ で 、 （ ア ） 、 （ イ ） 及 び （ ウ ） の 各 場 合 に つ い て 、 実 験 を 行 っ た と こ ろ 、 水 の 活 性 化
効 果 に お い て 前 記 （ ア ） の 方 法 及 び （ ウ ） の 方 法 は 、 （ イ ） の 方 法 よ り も 格 段 に 大 き な 効
果 （ 相 乗 効 果 ） が 得 ら れ る こ と が 判 っ た 。
従 っ て 、 本 発 明 は 、 （ ア ） 及 び （ ウ ） の 方 法 に し た が う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
次 に 本 発 明 を 詳 述 す る 。
ま ず 、 （ Ｄ ） に 示 す ご と く 、 原 料 水 を 導 水 管 １ に 付 設 し た マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ４ を 通
す 。 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ４ は マ イ ナ ス イ オ ン 放 射 セ ラ ミ ッ ク ス や 放 射 線 セ ラ ミ ッ ク ス
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又 は 通 電 に よ る 方 法 又 は 電 子 線 放 射 に よ る 方 法 か ら 選 ば れ る １ 又 は ２ 以 上 の 方 法 に よ る 。
さ ら に 導 水 管 １ に は 強 磁 界 が 付 設 さ れ て お り 、 磁 石 の Ｎ 極 部 ２ ａ 及 び 磁 石 の Ｓ 極 部 ２ ｂ に
よ り 磁 界 が 形 成 さ れ た 中 を 前 記 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 に よ り マ イ ナ ス イ オ ン が 付 与 さ れ
た 原 料 水 が 通 過 す る 。
こ の 時 、 磁 界 を 形 成 す る 磁 石 は 導 水 管 １ の 一 方 側 に Ｎ 極 部 ２ ａ が 面 し 、 導 水 管 の 反 対 側 に
Ｓ 極 部 が 面 し て い る 二 つ の 磁 石 に よ っ て 成 り 立 つ 。 磁 石 は 電 磁 石 で も 永 久 磁 石 で も 良 い が
、 磁 界 と し て 強 い 方 が 水 の 活 性 効 果 は 大 き い 。 従 っ て 磁 界 を 通 す 導 水 管 １ は 非 磁 性 体 が 望
ま し く 、 間 隙 は 狭 く て 流 速 を 速 め た 方 が 効 果 は 大 き い 。 ま た 、 磁 石 は 軟 鉄 等 の ヨ ー ク ３ に
よ り ク ロ ー ズ ド 磁 気 回 路 を 形 成 し て 漏 洩 磁 気 を ５ ０ ０ ガ ウ ス 以 下 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
マ イ ナ ス イ オ ン 放 射 装 置 ４ に よ り マ イ ナ ス イ オ ン を 付 与 さ れ た 水 は 導 電 性 を 増 加 し て 、 磁
力 線 ５ を 切 る 形 と な り 、 水 に 起 電 力 が 生 ず る 。 こ の 時 水 が 純 水 で 導 電 性 の な い 場 合 は 起 電
力 は 起 き ず 、 予 め マ イ ナ ス イ オ ン を 増 加 さ せ て お く と 起 電 力 が 大 き く な る 。
本 発 明 に お い て は 、 水 に 予 め マ イ ナ ス イ オ ン 放 射 セ ラ ミ ッ ク ス 等 で 導 電 性 を 高 め て か ら 磁
力 線 を 切 ら せ る と 起 電 力 の 効 果 が 増 加 し 、 マ イ ナ ス イ オ ン ・ セ ラ ミ ッ ク ス と 磁 力 線 の 相 乗
効 果 が 現 れ る 。 も ち ろ ん 磁 力 線 の 効 果 は 起 電 力 だ け で な く 、 磁 気 の 水 分 子 に 及 ぼ す 磁 気 効
果 （ 磁 化 水 ） も 見 逃 す こ と が 出 来 な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
活 性 水 の 評 価 に つ い て は 、 水 の 赤 外 線 、 ラ マ ン 、 誘 電 緩 和 、 表 面 張 力 、 ｐ Ｈ 、 Ｏ Ｒ Ｐ 、 な
ど 物 理 化 学 的 方 法 が あ る が 、 ど れ が 身 体 に 良 い の か 悪 い の か 全 く 見 当 が つ か な い 。 た だ 、
地 下 水 等 の ク ラ ス タ ー の 小 さ い 水 が 身 体 に 良 い と の 見 解 も あ る が 、 最 近 の 研 究 に よ れ ば 必
ず し も 一 概 に 云 え な い と の 事 で 、 活 性 水 の 物 理 的 評 価 は 難 し く な っ て い る 。
ま た 、 今 あ る 水 が 医 学 的 に 良 い か ど う か 判 定 す る に は 少 な く と も １ ～ ２ ケ 月 飲 用 し な い と
出 来 ず 、 ま た そ の 間 食 物 も 食 べ る し 、 飲 物 も 水 だ け で な く ア ル コ ー ル や ジ ュ ー ス な ど も あ
る の で 、 何 が 良 い の か 悪 い の か 全 く 分 か ら な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 身 体 の 生 体 波 動 を 応 用 す る こ と と し た 。
原 子 は 共 鳴 Ｘ 線 と い う 固 有 波 動 を も っ て い る が 、 原 子 が 結 合 し た 分 子 や 分 子 が 集 ま っ て で
き た 生 体 組 織 も 夫 々 固 有 の 波 動 を も っ て い る 。 し か し 分 子 や 組 織 に な る と 単 一 の 波 動 で な
く 、 数 種 類 の 波 動 が 複 合 し た 複 合 波 動 に 共 鳴 す る 。
肝 臓 、 腎 臓 、 心 臓 、 肺 、 血 管 な ど 夫 々 固 有 の 複 合 波 を も っ て お り 、 そ の 複 合 波 に 共 鳴 す る
度 合 い を 測 る こ と で 、 臓 器 へ の 適 合 度 （ 健 康 度 ） を 知 る こ と が 出 来 る 。
す な わ ち 、 完 全 共 鳴 か ら 不 共 鳴 迄 を ＋ ２ １ ～ － ２ １ に 表 示 す る 波 動 測 定 機 械 が 開 発 さ れ て
ド イ ツ で は 既 に 政 府 が 認 可 し 、 ２ ５ ， ０ ０ ０ 台 以 上 出 荷 さ れ て 医 師 が 予 診 の 際 使 用 し て 、
誤 診 を 減 ら す な ど 実 績 を あ げ て い る （ 中 国 、 韓 国 で も 認 可 さ れ て い る ） 。 こ の 生 体 波 動 測
定 装 置 で 食 品 、 薬 品 、 飲 料 水 な ど に 身 体 の 各 臓 器 に 共 鳴 す る 複 合 波 を 当 て る と 、 そ の 複 合
波 に 完 全 に 共 鳴 す る 場 合 は （ 共 鳴 波 動 値 ＋ ２ １ と す る ） そ の 臓 器 に 良 い 影 響 を 与 え る と 考
え ら れ 、 全 く 共 鳴 し な い 場 合 （ 共 鳴 波 動 値 － ２ １ と す る ） は そ の 臓 器 に 悪 い 影 響 を も た ら
す も の と 考 え ら れ る 。
従 っ て 原 料 水 と 各 処 理 水 の 生 体 へ の 共 鳴 波 動 値 を 比 べ た 場 合 、 そ の 処 理 の 優 劣 を 比 較 す る
こ と が 出 来 る と 考 え ら れ る 。 こ の 生 体 波 動 測 定 機 械 は 、 日 本 で も 、 数 社 で 開 発 さ れ 、 健 康
状 態 の 把 握 、 食 品 、 薬 品 の 生 体 へ の 適 合 性 、 飲 料 水 の 良 否 判 断 な ど に 使 用 さ れ 成 果 を あ げ
て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
実 際 に 身 体 に 良 い と さ れ て い る モ ロ ヘ イ ヤ 、 わ か め 、 ひ じ き 等 は 高 い 波 動 値 を も ち 、 最 高
の ＋ ２ ０ ～ ＋ ２ １ の 値 が 並 ん で い る の に 対 し 、 人 工 栽 培 の 野 菜 類 や ブ ロ イ ラ ー の 数 値 は 低
い 値 を 示 す 。
本 発 明 の 活 性 水 の 製 造 を 図 面 に よ り 説 明 す る と 、 先 ず 、 図 １ （ Ｄ ） の ご と く 、 水 流 を 導 水
管 １ に 流 し 、 先 ず マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ４ に よ り マ イ ナ ス イ オ ン 又 は 電 子 を 水 流 に 添 加
し て か ら 強 磁 界 中 を 通 過 さ せ る 。 水 流 に マ イ ナ ス イ オ ン や 電 子 （ 電 子 水 ） の 様 に 帯 電 性 を
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持 た せ て 強 磁 界 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 誘 導 電 流 （ 電 子 ） が 発 生 す る 。
こ の 時 、 水 流 に イ オ ン や 電 子 が な い と 磁 石 （ Ｎ ） ２ ａ 及 び 磁 石 （ Ｓ ） ２ ｂ に よ る 磁 界 を 通
過 し て も 誘 導 電 流 （ 電 子 ） の 発 生 は 少 な く 、 水 の 改 質 効 果 も 小 さ い 。
水 流 を マ イ ナ ス イ オ ン セ ラ ミ ッ ク ス （ ４ ） を 通 し た 時 の 水 の 波 動 値 、 及 び 水 流 を 磁 石 と し
て ネ オ ジ ウ ム ・ 鉄 ・ ボ ロ ン 磁 石 ２ を 用 い た 磁 界 を 通 し た 水 、 及 び 水 流 を 先 ず マ イ ナ ス イ オ
ン セ ラ ミ ッ ク ス （ ４ ） を 通 し た 後 、 ネ オ ジ ウ ム 鉄 ボ ロ ン 磁 石 ２ を 用 い た 磁 界 を 通 し た 水 の
夫 々 の 生 体 波 動 値 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
表 １ に お い て 、 Ａ は 原 料 と し た 水 道 水 で 、 Ｂ は マ イ ナ ス イ オ ン セ ラ ミ ッ ク ス で 処 理 し た 水
道 水 で あ り 、 波 動 値 で 一 桁 台 の 波 動 値 と な っ た 。 ま た 、 Ｃ は 同 じ 水 道 水 を 流 水 内 １ ４ ， ０
０ ０ ガ ウ ス と い う 磁 石 ２ の 強 磁 場 を 通 し た 場 合 で あ り 、 ＋ ８ ～ ＋ １ ６ と い う 数 値 と な っ た
。
次 に 、 こ の マ イ ナ ス イ オ ン セ ラ ミ ッ ク ス （ ４ ） と 磁 石 ２ の 強 磁 場 と い う 二 つ の 処 理 を 行 う
と Ｄ の 項 に 示 す ご と く 、 ＋ １ ８ ～ ＋ ２ １ と い う 波 動 値 に 上 が る 。 こ の 数 値 は 長 生 き の 地 域
の 地 下 水 と 同 様 の 波 動 値 に 引 け を と ら ず 、 身 体 に 良 い 水 と な る 。
Ｂ の セ ラ ミ ッ ク ス 処 理 値 と Ｃ の 磁 気 処 理 値 を 加 算 し た だ け で は 、 Ｄ の 処 理 に は 及 ば ず 、 複
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合 効 果 の 大 き い こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 を 理 論 的 に 検 証 す る と 、 先 ず 水 流 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ４ に よ り マ イ ナ ス イ オ
ン を 増 加 さ せ る 。 マ イ ナ ス イ オ ン と い う の は 原 子 又 は 分 子 に 電 子 が 添 加 さ れ て 生 成 す る 。
水 の 中 に 塩 素 ガ ス が あ る 場 合 は 塩 素 水 に 電 子 が 添 加 さ れ て Ｃ ｌ － 塩 素 イ オ ン に な り 、 塩 素
の 毒 性 が 無 く な る 。
塩 素 は 水 道 水 に 微 量 添 加 す る と Ｃ ｌ ２ ＋ Ｈ ２ Ｏ → Ｈ Ｃ ｌ ＋ Ｈ Ｃ ｌ Ｏ の 反 応 で Ｈ Ｃ ｌ （ 塩 酸
） と Ｈ Ｃ ｌ Ｏ （ 次 亜 塩 素 酸 ） を 生 ず る 。 こ の 次 亜 塩 素 酸 は 酸 化 性 が 強 く 、 強 い 殺 菌 作 用 を
呈 す る 。
し か し 、 こ の 次 亜 塩 素 酸 は 身 体 に 入 る と 活 性 酸 素 と し て 毒 と な る 。 こ の 次 亜 塩 素 酸 に マ イ
ナ ス イ オ ン （ 電 子 ） が 働 く と 、 Ｈ Ｃ ｌ Ｏ ＋ ２ ｅ － ＋ Ｈ ２ Ｏ → Ｈ Ｃ ｌ ＋ ２ Ｏ Ｈ － と な り 活 性
酸 素 が 消 去 さ れ る 。 実 際 塩 素 を 含 む 水 は カ ル キ 臭 （ Ｈ Ｃ ｌ Ｏ ） を 呈 す る が 、 マ イ ナ ス イ オ
ン を 働 か せ る と カ ル キ 臭 が 消 え る 。
塩 素 が 添 加 さ れ て い な い 水 の 場 合 は 、 Ｈ ２ Ｏ ＋ ｅ － → Ｈ ＋ ＋ Ｏ Ｈ － ＋ ｅ － → Ｈ ＋ Ｏ Ｈ － と
な り 水 は 弱 ア ル カ リ 性 の 還 元 水 と な る 。 も ち ろ ん 塩 素 が 添 加 さ れ て い て も マ イ ナ ス イ オ ン
又 は 電 子 が 多 量 に 働 け ば 弱 ア ル カ リ 性 の 還 元 水 と な り Ｏ Ｒ Ｐ も 低 く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
磁 気 効 果 に つ い て は 磁 界 を 電 線 が 横 切 る と 電 線 に 電 流 が 流 れ る の が 発 電 の 原 理 で あ る が 、
電 線 の 代 わ り に 水 流 が 磁 界 を 横 切 る と 水 流 に 電 流 （ 電 子 の 流 れ ） が 生 ま れ る 。
こ の 時 水 流 が 全 く の 絶 縁 体 （ 純 水 ） の 場 合 、 電 流 は 生 ま れ な い 。 し か し 、 水 道 水 の 場 合 は
塩 素 が 含 ま れ て お り 、 そ れ が 水 と 反 応 し て Ｃ ｌ ２ ＋ Ｈ ２ Ｏ → Ｈ Ｃ ｌ ＋ Ｈ Ｃ ｌ Ｏ と な り 、 Ｈ
＋ イ オ ン 、 Ｃ ｌ － イ オ ン 、 Ｃ ｌ Ｏ － イ オ ン 等 を 生 ず る の で 導 電 性 が 生 ま れ る の で 電 流 が 生
ず る 。
こ の 時 予 め マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ４ に よ り マ イ ナ ス イ オ ン を 増 加 し て 導 電 性 を 高 め て お
く と 電 流 （ 電 子 の 流 れ ） が 増 加 す る 。
従 っ て 本 発 明 は 、 図 １ （ Ｄ ） の ご と く 、 導 水 管 １ の 水 流 に 予 め マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ４
に よ り 、 水 流 に マ イ ナ ス イ オ ン 又 は 電 子 を 添 加 し て 導 電 性 を 高 め て か ら 磁 界 を 切 る と 、 水
流 に 電 流 （ 電 子 の 流 れ ） が 生 ま れ る 。
こ れ は 、 水 流 を 先 ず 磁 界 で 切 ら せ 、 次 い で マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ４ で マ イ ナ ス イ オ ン を
追 加 し た 方 法 に 比 べ て 、 本 発 明 の 効 果 は 大 と な る 。 す な わ ち 、 先 ず 磁 界 を 通 し て か ら マ イ
ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ４ を 通 し た 場 合 の 効 果 は 表 １ で 云 え ば Ｃ と Ｂ の 単 な る 和 の 効 果 に 対 し
て 、 本 発 明 の 方 法 は Ｂ に よ り 導 電 性 を 増 加 さ せ た だ け Ｃ の 効 果 が 高 ま り Ｂ 効 果 と Ｃ 効 果 の
複 合 効 果 と し て 水 の 活 性 化 が 高 ま る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 に お い て は 、 導 水 路 の 上 流 か ら 下 流 に か け て 、 １ つ の マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 と １ つ
の 強 磁 界 付 与 手 段 を 配 設 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 図 ２ に そ の 構 成 説 明 図 を 示 す ご と
く 、 マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 （ マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ） ４ と 強 磁 界 付 与 手 段 （ 磁 石 ） ２
を 、 交 互 に 複 数 組 付 設 し て も よ く 、 そ う す る こ と に よ り 波 動 値 の 高 い 活 性 水 を 容 易 に 得 る
こ と が で き る 。
さ ら に ま た 、 水 流 に マ イ ナ ス イ オ ン を 付 与 す る と 同 時 に 、 そ の 水 流 を 強 磁 界 中 に 通 す こ と
も 好 ま し く 、 そ の 場 合 装 置 構 成 は 、 導 水 路 の 途 中 に 、 導 水 に マ イ ナ ス イ オ ン と 磁 力 線 を 同
時 に 付 与 す る た め の マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 と 強 磁 界 付 与 手 段 の 組 合 せ 手 段 を 付 設 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】 本 願 発 明 に よ れ ば 、 美 味 し く 身 体 の 健 康 に 良 い 活 性 水 を 容 易 に 製 造 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 （ マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ） と 強 磁 界 付 与 手 段 （ 磁 石 ）
を 付 設 し て な る 活 性 水 製 造 装 置 の 構 成 説 明 図 。
【 図 ２ 】 マ イ ナ ス イ オ ン 付 与 手 段 （ マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ） と 強 磁 界 付 与 手 段 （ 磁 石 ）
を 、 交 互 に 複 数 組 付 設 し て な る 活 性 水 製 造 装 置 の 構 成 説 明 図 。
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【 符 号 の 説 明 】
１ ： 導 水 管 、
２ ： 永 久 磁 石 、
２ ａ ： Ｎ 極 部 、
２ ｂ ： Ｓ 極 部 、
３ ： ヨ ー ク 、
４ ： マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 、
５ ： 磁 力 線 、

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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